
第2巻:41 -48. 2007 

《研究報告》

精神看護学実習が臨地実習指導者に及ぼす影響

…K端践の指導者の意識から一

恵子ペ神郡 博じ

要旨:教育現場においては自分で考え，相手を深く期解する力を育てる臨地実習に多くの期待惑を

ているc特に精神著護学においては，学生が体験した感情を振り返り舎がら，精神に障害を持つ

対象者の理解や， 言営生活の自立への援助方法を学ぶことから，臨地実習指導者への期待は大きく，

を強化する必要性を強く j惑とているむ看護学生が臨堆実警で看護訴と共に対象者に必要な援助を

し宇IJ斬能力へ統合されていく過袈は，系統だった臨床意思決定 (decisionmaking)の思考プロセ

スの学習には有効で、あると考えるのしかし学内での学腎に比べ臨地においては指導者が勤務との兼

務が多いため指導体制が一様でなく複雑であることは否定できないG

3校の看護専門学校の臨地提潤を受け入れている，単科精神科病院に勤務する臨地実習指導者に，

いてどのように考えているのか意識調査を行った。その結果， 6名の実習指導者の背景

るものの，議場実習指導には満足していることや， 時嘗業務との兼務や自己啓発のための研修

への参加などま毒してほしいと考えていることがわかったむまた，学生の記録や受け持った患者への

フォロー等，夜勤明けに実絡していることや，担当教員との連携が取れているとは苦い難いという回

も得られたc 一方，精神科看護が好きであり，学生と関わることは自分の成長にも役立つと考えて

いることがわかった。

その結果，実習現場と教育現場が協力して，臨地実習指導者の援助体制を整えることが急務である

ことが示唆されたc

ワード:誇神科臨地実習，臨地実習指導者，

はじめ ι
法的制度の確立や治蝶技蔀の変色に惇い，

(以後実習とする)は.学内で学ぶことの

できをい専門的な知識，技指，態度を学生自らが体験

し審議に対する関心や意設を高め看護観を形成する

ことができる重要な教育の場であるむ轄持者護学にお

目的や目標到達のために実習場の語力なくし

留は実現しないといっても過言ではない。特に

習指導者(以後実智指導者とする)と担当教員

の連携は，学生の実習目標の到達に重要かつ不可欠で、

よち深い協欝が求め iうれるG 村松 (2003) らは「臨地

実習の教青効果については指導者観も教員側も認知し

ており，お互いの連携を強化する必要性を強く感じて

いるJとしている。しかし どのような方法で連携を

強化していくのかについてはそれぞれの施設の実情に

合わせた検討が必要で、あるC そこで，本研究では連携

を強化するための方策を検討する基礎資料として，

ける は主に精神科購読で行われるが，請神看

を実施するにあたり精神科の匪療がいまだに

閉鎖的治療環境であり，人権を制限する行為の改善を

蕪視しているという社会的偏見を いるという現

し学生の実曹をどのように興関すればよいの

している状況でもあるG こうした現状におい

て，糟神に捧害を持つ人たちの人権や福社に関連した
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施設の実習指導者を許象とした意識調変を実施したG
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表1.臨地実習指導者の背景

研究目的

単科精神病院における実習指導者への意識調査か

ら，実習揺導者の実習への取り組み方を知江教員と

の連携のための課題を明らかにする。

研究方法

1)研究対象

K精神科，病院臨地実習指導者6名

2)調査方法

2004年日本務神科看護技術協会が作成した「精神看

護学実費指導者に対する意識課査アンケートJを使思

したアンケート調査と面接む設問の使崩については日

本精神科看護技稀協会の承諾を得たっアンケート調査

の回答は二者択一，または， I非堂に患う~全く思わ

ないjの5段構評価とした。面接では，調査用紙に各

告で記入後個別に面接を行い，回答の理府についての

確認を行った。

3)分析方法

結果は単純集計し調査項目ごとの傾向をみたc

4)論理的配議

研究の趣旨①情人のプライバシーの保持，②結果

の公開を個別的に文書と口頭で説明し研究終了後に

対象者に内容を関諒して了解を得た。

結

1)データ収集期間

2004年 7 月 ~8 丹

果

2)対象施設，実習指導者の背景(表 1) 

対象施設は. 345床の祷床. 品単位の病棟を持つ精

神科の単科病院である o 3校の看護専門学校の学生を

受け入れ， 6名の指導者が指導にあたっている。

実腎指導者恥の背景を表1に示した。 6名中4名が50

議以上であり， 2名が指導者講習会を未受議であっ

た。 1名を除いて精神科臨床経験3年以上で実習指導

を担当しており，実習指導震は 3年以上が3名， 1年

が3名だ、った合

3) 1回の実習で、受け持った学生の数，

数

者の

1 回の実智で、受け持った学生の数は 1 名~3 名で平

均2名であり，全員が受け持ち学生数や指導担当者数

は適当であるとしたむ面接では，況とんどの指導者が

学生の実習中においても{也のスタッブと同様の業務を

行っており，不在の時には指導業務が他のスタッブに

よってフォローされていると話した。

4)指導業務内容(図 1) 

実習指導者全員が行っている指導業務は，学生の記

銭の評価，受け持ち患者の選定，病棟のオリエンテー

ションだ、ったっ次に学生カンブアレンスへの出席，患

者へのブオロー，実習の成績をつける， 日常ケアへの

指導を半数以上が抱当していたc続院オリエンテー

ション，医師やスタップとの連絡調整，実習中の講義

を担当している人は 1名であった。

面接では，荊院オリエンテーションは実習組当教員

が行い，痛棟オリエンテーションはそれぞれの病棟で

ってちか病棟によっては病掠師長が患者紹介と

許せて実擁することもある。日常ケアの指導はフ。ライ

マリーナースに指導を依頼している指導者もいる c ま

た，指導が継続的に行われるように伝達ノートを作成

していると話した♀

伊 中イ吋竿想F下線1苧寄玖司間関建壕験鰻重覇
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自分の知識・経験・指導力に不安がある

業務が多忙で学生に関わる時間が少ない

私は実習指導に生ミきがいを感じている

実習指導に楽しく燐わっている

学絞によって、実智指導者の役割が濃う

多くの学生法実習に穣禄的に取り組んでいる

できるだけ教負も実習に関わってほしい

実習中に他のス夕、yツフの協力安得にくい

実習で受け持つ患者の選定が難しい

どのように評価してよいかわからない

図2.実習指導者の意識 点

-控さ話している
口担当していない

学さたの記録への評価

受け持ち患餐の選定

病棟のオリヱン子一ション

学生カンファレンスへの出席

患者へのフォロー

実習の成績をつける

8常ケアの指導

病続のオリエシ手ーション

医締やス夕、yフとの遂絡調整

実習中の講義

併b 20% 40弘 60% 80% 10似

国3.実習指導時間外に行っている業務

5)実習指導者の意識(関2)

設問ごとの平均点をみると， r知識・経験・指導力の
本足jが4.0点と最も高く， r業務が多忙で学生に関わ
る時間が少ないJが3.8点だ、ったが，以下は[実習指導

lこ生きがいを感じている しく関わって

いる」であったむ

面接では全員が指導力に不安はあったものの管理者

の指名によるため承諾したと話したっ面接では，

者研惨を受講していないA氏， E氏は，これまでの経

験を請われ学生指導に関わっているが，臨地実習指導

研修を受講していないことから体験的に実習指導を

行っていることに，常にこれでいいのかと不安を抱え

ながら学生と関わっていると話したむ学校教員と受け

持ち患者の選定や評舗に関する視点など，相談できる

時間が欲しいと話したむ

5)実習時間外に打っている業務(図3)

ほほ全員が行っている実習時間外業務は実習記訴の

整理で. 82%であった。実習生への指導やスタッフ・

底師への協力の要請及びフォローは 0%で、あった号

面接では，弥日や寂勤勤務後に居残りをして実習記

録へのコメントを書いているとした人もあった。その

理由としては，特に看護計画や看護通経記録などのア

ドバイスは，看護学生の実習目標に繋がっているとい

う考えから責任を感じていると話したc 実習指導者向

士の連絡や相談の内容i之これらの情報交換や意見交

換であると話したの

6)実習指導者への配藤(表2)

配穫があると回容した指導者は 2名であった。面接

で勤務体制が配議されていると感じると話した。 1名

句一司司珊胴司司聞
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表2.実習指導者への艶惹 く

施設では実習指導者に勤務上の配識をしているか

1.配惑がある

2.配識がない
業務上配癒して廷しいことは何か 庶識されていること

l ‘勤務体軒への配慮

2.指導手指ての支給
3.一般業務の免詮

実習記録の整理

指導者同士の達絡や相談

通常業務の残務繋理

受け持ち患者へのフォロー

指導方法の接話

学校教員との連絡や相級

実習生へc指導

ス夕、yフや龍締への協力の要藷及びフォロー

。誌 20も 40弘 60首 80も 100% 

臨3.実習指導時間外に行っている業務

が指導手当ての支給を希望しているが，面接によると

実習記録の整塑や指導者間間士の連絡や，相談に時題

外勤務が多い事などから，高績でなくてもよいので指

導者としての役割を認めてほしいと話したりまた，

員が自己萌鎮のため院外で行われる実習

ブオローアップ研移や，精神科看護に関する研修への

参加を希望していると話したa

7)実智指導者，学校教員(担当教員)，病棟スタッブ

との連携(国4)

学校教員(担当教員)との連携は・-

面接では， 3名は学校教員が実習場にいる時積極的

に関わるように工夫している o 3名は学校教員と，

習期間中に学生が行っている実施内容や進行状況につ

いて靖報交換が難しいと回答した。 ほとんどの担当教

員は実習中にも学校での講義や会議を多く抱えてお

り，時開的な余裕がないように感じられるため話しか

けることに蕗錯してしまうと話したc

8)実習指導者の精神科実習についての考え(図5)

「実寵指導に積極的に取持組んでいるjを除き，

点が4点以上であったむ面譲では，学生とのカンブア

レンスや実習記録への指導，;t， マンネリイヒする自分の

を刺激してくれると考えていると話したむま

た，相当教員が学生に行うアドバイスは，患者へのケ

アへの気づきに役立っと話したc

9)精神科肴護について感じていること(図6)

f積神科看護は社会的に認められていると思うJを除

j 平均点が4点以上だった合面接で，学生は実習

中，精神科看護が好きであると昔ってくれるが，就職

に結びついていないと感じており.まだ，社会的偏見

をもたれていることを感じると話した。また，指導者

の誌とんどが，糧持科痛援に勤務していることを特別

視される経験を持っていた。しかし患者への援助が

うものの，患者との関係づ

くりに看護者自身が媒体になっていくことや， 自分自

身の成長が期待できる領域で為ると考えているので魅
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置とれている

国どちらともいえない

口とれていない

0% 20首 40% 60九 80% 100% 

題4畢スタッフ・ (担当)・病諌スタップとの連携

精神科看護を学ぶよで実習は蒙轍三

実習~rま学生が精神科に興味を持つ意味で豪華喜

多くの学校は実習に積極的に取り組んでいる

実智指導の担滋iま自分自身の成長に役立っている

私!ま実習指導に積極的に取り組んでいる

点

額5.轄神科実習についての考え

私は精神科看護が好きである

私iま精神科看護はやりがいがあるた思う

私iま精害事科看護は人間的に成長できると思う

私iま他の分野より君事向性が喜怒いと感じる

私は精神科餐護iま社会的に認められていると怒う

ヰ

点

図6.精神科看護について感じていること

力を感じていると話したG

考察

K病院における指導者の現状

K病院の指導者は，自分の知識や経験・指導力に自

信がなく指導者としての役割に不安を抱えているが，

実習指導は自分の成長に役立つと前向きに考え実習指

導を苛っていた。指導者の取り組みは，業務が多忙で

学生に関わる時需が少ないものの，学生が精神科看護

を学び¥精神科に興味を持つ意味で実警は重要である

と考えていることから，役割を果たそうと努力してい

ることが考えられる。しかし実習記録へのコメント

どのアドバイスは時間外に行われている

ことなどから，できる事なら学生の実費期艶中は他の

して廷しいと願っていた。 五菊院は6単位

の鵠諌に各一人ず、つの指導者が寵聾されているが，新

しい指導者を育てられずにいる現状があるのではない

かと推測される O 指導者は自分の指導に自告がなく，

研修に参加することや，担当教員と学生の実習内容や

いて情報交換を希課していることなどから，

指導への不安も抱えている。こうしたことを鑑

み，指導者の育成に日をi却することが必要ではないか

と考える
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以下， K病院の実習指導の指導者への教育，担当教

員との逮携に引いて考察するむ

1. K病院実膏指導者への教育

K病院の実習指導者は，実雪揖導者講腎会

という)の未受講者が2名であったc 講習会を し

た者の中には指導歴 1年の者が2名， 3年が1名い

たむ精神科臨床経験震から身体科の臨来経験後精神科

病院に勤務し実習指導を担っていることが推測され

るG

先に8本精神科看護技禽協会 (2004)が行った，精

指導者iこ対する意識調査報告書による

と， r実習指導者の約半数;ι 管理者やそれに次ぐよ
うな経験年数のある看護師で、あった合……自分の臨沫

経験で、実習指導を担っている現状が示唆されたむこれ

は，新しい実習指導者を育てちれずにいる現状がある

と誰視されるJといっている。精神科における臨床経

験が浅い事などから，学生への指導は重責となってい

るので誌ないかと考えられるc

精神科著護に関する新しい知識の情報が得られる研

諺会などを受講しステッブアップしながら学生へ指

導したいと頼っているが，患者への関わりやケアなど

の実務的な指導よち看護記録など知識の指導につい

て，より不安を抱えているのではないかと考えちれ

るむその解決のために 指導者同士の連絡や相談，指

導方法の検討などを院内においても行う必要があり，

現存する実管委員会を充実させるような検討が必要で

あると考えるむまた，実習揺導にやりがいが持てるよ

う看護管理者iえ指導者の職務評錨を充分にし

を行うとでスタッフの理解が得られるよう，柔軟な看

護管理を行う必要があるのではないかと考える

橋記 (2004)の「実習に関して指導者として考えて

いることjの報告によると，指導時間が会いことや自

分の指導能力への迷いが 不適切な実習環境として認

識され非効果的な実習方法と感じられることが鳴らか

になっている。指導者もまた， 自己の役害jを肯定的に

としての成長が見えたときに役割意識が

より向上するのではないかと考えられるs

K病授の指導者は，精神務者護を他の分野より

く人間的にも成員できると惑じているので，指

導者を育てるための援助体艇を実習場と教脊現場が共

に検討することが大切で、あると考えるs

2.実習揺導者と担当教員の連携

(2004)は， r看護部は実習指導に対する意識の
ゆま為り，また，実習内容の理解が充分でないため

に学生の到達レベルに応じた指導への迷いが生じてい

る」といっている O また，日本精神科看護技構協会

(2003)が行った精神看護学教員に対する意識調査によ

ると「轄神看護学の専任教員は22.9%にしか退ぎず，

において過半数が教員の指導力が不足していると

教員岳身の困りをあげているjと報告しているs 学校

の求める実習のE的や実習目標をスタップにも明確に

して，組織的に臨床と学校が連携していくことが必要

であると考える g

K揖院においては.実習開始前に担当教員と打ち

わせが充合に行われており，学生の実習目標や実習の

方法が指導者関に共通に理解されていると考えられ

る。しかし指導者は実習の評錯や実習記諒へのコメ

ント，看護計画のアドバイスを夜勤明けなどの勤務時

間外に行っており，学生への指導に自信が無いことと

も相まって，心的負担は大きいと考えちれ，それを軽

減するために祖当教員との連携は重要であると考え

るむしかし K窺院の指導者は，実智中であるにも関

わらず学校での講義や会議を多く抱えていることから

に時間的な余裕がないように感じられ，相談し

し掻けることを臨時してしまうと考えているむ

指導者は担当教員とスタッフとの連携については6

名中3名がとれてい会い， どちらともいえないと回答

しているものの，自分の指導内容に迷いを持ちながら

関わっていることが考えられる G 日本時神科看

護技術協会 (2004)が行った藷持看護実留指導者に対

する意識調査報告によると「指導者は着護教員は精神

科看護に対して消撤的であり.ほとんどの教育を臨場

実智受け入れ施設に託しているケ…スがあり……学校

の精神科看護教育のあり方の見直しを求める声があ

るJと報告している a

i之実習内容や方法について指導者やスタップ

と共に考え，共通理解し指導土の役割分相を明確に

ることで，指導者やスタップの指導業務への意欲の

向上を悶札学生にとってより良い実習を展開するこ

とができるのではないかと考えるD 一方，指導者に

とっては学生の言動や記録から学生がその患者への援

助をどう考え行動しているのかを予想し

し評価できるよう指導するのであるが，

護者としての専内的な判断と看識技術が要求されると

戸‘刊明F守司一、句、d



考える守実習指導者と担当教員が連携を強化すること

は.学生の課題到達のためにも重要であると共に，轄

神科看護を行うに必要な知識と技術の震の向上に繋が

ると考え込れるc と実習摘院の合同研務会や学習

会の開{誌も，必要な知識や技備の共有のために

で;まないかと考えるむ

まとめ

K精神科靖院の指導者が，指導について考えている

ことは以下のことであっ

1藤義:神科看護実習の必要性について註意識が高く，

自分も学生も成長する

2.教員や他指導者・病棟スタッフとの連携が取れて

いないむ学生の実智評価や受け持ち患者選定に悩んで

いる

3.実習記録の整理や受け持ち患者フォローなど時詫

外業務が多"'0

4.指導があるときは日常業務の免除をしてほしいむ

5.精神科看護への溝足はあるが，指導への満足はあ

まりないc

以上のことから，今後の課題として

いて
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認知する

2.実習指導が指導者と担当教員の連携によって行わ

れるよう知識や技術を共有できるよう研修会などを企

画するむ

*本研究は百本看護科学学会第25同学術集会において

し

おける臨地実習指導者の現状と課題Jと

したものに加筆・ したものであるむ
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Current conditions and tasks of on-the-job training instructors in the 

science of psychiatric nursing 

Keiko HIGASHINAKASU 1 land Hiroshi KAMIGORI 1
) 

Abstract: In the education field. we expect a lot from on-the-job training designed to help students 

develop their ability to think on their own and to have a deep understanding of other people. In the 

science of psychiatric nursing, we have great expectations of on-the-job training instructors and feel 

a strong need to strengthen our ties with them, because it will allow students to better understand 

mentally disabled people by recalling the feelings the students have experienced and learn how to 

assist the disabled in becoming independent in their daily lives. The creation by nursing students and 

professional nurses of a support program for patients and its application to their judgment skills in 

practical training sessions is an effective approach to learning thought processes in systematic clinical 

decision-making. However, there is no denying that on-the-job training, compared with learning on 

campus, lacks systematic instruction and is more complicated. because the instructors mostly double 

as nurses. 

We surveyed the attitudes of on-the-job training instructors who work at psychiatric-only 

hospitals that offer an internship program for two nursing schools. Six instructors with different 

backgrounds said that, while they are satisfied with their training jobs. they want some consideration 

to be given to balancing their routine work and training jobs with their wishes to participate in 

self-development seminars. The instructors keep records of the students and follow up on the 

patients they had under their care after the night shift. and are not in close alliance with the teachers 

in charge. They like psychiatric nursing, and think that staying in touch with students helps them 

grow. 

We suggest that improving support for on-the-job training instructors through the cooperation of 

those involved in on-the-job training and education is urgently needed. 

Key words: Psychiatry on-the-job training. On-the-job training instructor. Attitude survey 
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